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（会員は会費に含まれています。）

■
第
50
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及

推
進
展
示
会　

四
社
に
農
林
水

産
大
臣
賞

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

全
国
木
材
市
場
買
方
組
合
連
盟
及
び
（
一
社
）

全
日
本
木
材
市
場
連
盟
は
、
第
50
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
普
及
推
進
展
示
会
の
表
彰
式
・
記
念
講
演

会
を
令
和
2
年
2
月
10
日
（
金
）、
木
材
会
館

の
会
議
室
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
）
で
開
催

し
た
。
表
彰
式
に
は
、
受
賞
関
係
者
の
他
、
信

田
聡
審
査
委
員
長
（
日
本
木
材
加
工
技
術
協
会

会
長
）、
本
郷
浩
二
全
木
連
副
会
長
、
守
屋
長

光
全
市
連
会
長
、
草
野
洋
全
買
連
事
務
局
長
ほ

か
主
催
三
団
体
の
役
職
員
な
ど
多
数
が
出
席
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房

食
品
製
造
課
伊
藤
里
香
子
基
準
認
証
室
長
、
林

野
庁
木
材
産
業
課
土
居
隆
行
木
材
製
品
技
術
室

長
等
の
行
政
の
方
々
に
ご
出
席
を
頂
い
た
。

全
木
連
の
本
郷
副
会
長
は
、
主
催
三
団
体
を

代
表
し
、
本
年
度
の
展
示
会
開
催
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
関
係
者
へ
の
謝
辞
、
本
日
の
各
賞

の
受
賞
者
へ
の
祝
辞
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
家

づ
く
り
建
物
づ
く
り
に
は
消
費
者
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
大
切
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
そ
の
役
割
を
果
た

す
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の

普
及
に
取
り
組
み
生
産
者
の
ご
努
力
に
応
え
て

い
き
た
い
等
挨
拶
し
た
。

【
審
査
結
果
の
講
評
】

信
田
委
員
長
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
査
の
報

告
を
頂
い
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
展
は
本
年
で
50
回
を
迎
え
た
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
展
の
目
的
は
、
①
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
流
通
の

拡
大
、
②
需
要
者
・
消
費
者
へ
の
普
及
、
③
製

品
品
質
の
改
善
、
④
生
産
技
術
の
向
上
・
合
理

化
、
⑤
取
引
の
単
純
公
正
化
及
び
消
費
の
合
理

化
の
推
進
な
ど
で
あ
る
。
今
回
は
昨
年
9
月
か

ら
10
月
に
、
㈱
津
山
綜
合
木
材
市
場
、
熊
本
木

材
㈱
九
木
セ
ン
タ
ー
、
㈱
東
海
木
材
相
互
市
場

大
口
市
場
、
東
京
中
央
木
材
市
場
㈱
、
丸
宇
木

材
市
売
㈱
北
浜
市
場
の
5
会
場
に
御
協
力
い
た

だ
き
実
施
し
た
。

出
品
状
況
は
、
工
場
数
は
57
工
場
、
出
品
量

は
５
７
３
㎥
、
内
訳
は
、
機
械
等
級
区
分
製
材

が
26
、
目
視
等
級
区
分
製
材
が
31
。
審
査
査
結

果
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
が
4
点
、
農
林
水
産

省
大
臣
官
房
長
賞
が
12
点
、
林
野
庁
長
官
賞
が

16
点
、
主
催
三
団
体
（
全
木
連
、
全
市
連
、
全

買
連
）
の
各
会
長
賞
計
が
10
点
の
ほ
か
、
優
良

開
催
市
場
表
彰
が
4
市
場
、
買
方
問
屋
表
彰
が

5
問
屋
と
な
っ
た
。
評
価
の
点
数
は
、
上
位
12

工
場
が
満
点
で
あ
り
。
こ
の
内
訳
は
、
機
械
等

級
が
11
、
目
視
等
級
が
1
。
今
回
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
各
工
場
の
取
組
実
態
を
選
考

の
参
考
と
す
る
た
め
、補
足
資
料
と
し
て
、「
過

去
3
カ
年
に
お
け
る
公
共
工
事
等
へ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

材
納
品
実
績
」
や
「
地
域
の
木
材
産
業
発
展
に

資
す
る
取
組
」
に
つ
い
て
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
の
課
題
と
し
て
は
、
出
品

工
場
・
出
品
数
量
の
減
少
傾
向
、
同
一
工
場
の

受
賞
傾
向
、目
視
等
級
と
機
械
等
級
の
得
点
差
、

審
査
の
減
点
方
式
な
ど
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
回
は
第
50
回
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
展
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
良
い
機
会
で

あ
っ
た
。
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
を
盛
り
立

て
て
い
く
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

【
表
彰
】

伊
藤
基
準
認
証
室
長
に
農
林
水
産
大
臣
賞
と

大
臣
官
房
長
賞
の
贈
呈
を
、
土
居
室
長
に
林
野

庁
長
官
賞
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た
。
主
催
団

体
賞
は
、
本
郷
全
木
連
副
会
長
が
贈
呈
し
、
優

良
開
催
市
場
へ
の
感
謝
状
は
守
屋
全
市
連
会
長

が
贈
呈
し
た
。（
詳
細
は
、
別
掲
の
と
お
り
）

【
来
賓
祝
辞
】

伊
藤
基
準
認
証
室
長
か
ら
、「
今
回
の
受
賞

者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
ま

た
、
本
展
示
会
を
主
催
さ
れ
て
い
る
3
団
体
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｓ

制
度
の
普
及
・
発
展
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
を
普
及

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
製
造
工
程
、
及
び
品

質
の
適
切
な
管
理
を
行
っ
た
上
で
、
強
度
性
能

が
明
確
で
需
要
者
か
ら
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
製
品
を
供
給
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
変

重
要
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
つ
い

て
は
、
社
会
の
様
々
な
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

て
、
求
め
ら
れ
る
制
度
・
規
格
と
し
て
い
く
た

め
に
適
宜
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
い
っ
た
環
境

を
重
視
す
る
流
れ
が
社
会
的
に
強
ま
っ
て
お

り
、
木
材
利
用
の
重
要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今

の
建
築
行
政
の
動
向
、
特
に
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
め
ぐ
る

制
度
改
正
の
方
向
性
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
つ
い
て
は
、
令
和

6
年
の
見
直
し
を
控
え
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
承
知
。
農
林
水
産
省
と
し
て
も
製
材
Ｊ

Ａ
Ｓ
を
は
じ
め
と
し
た
林
産
物
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に

つ
い
て
、
利
用
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
、
製
造
を
さ

れ
る
木
材
業
界
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
し
っ

か
り
お
聞
き
し
、
利
用
者
に
安
心
し
て
使
っ
て

も
ら
え
る
規
格
づ
く
り
、
信
頼
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
制

度
の
普
及
に
向
け
、
よ
り
一
層
努
力
す
る
所
存

で
あ
る
の
で
、
皆
様
方
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。」
旨
の
渡
邊
毅
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
長
か
ら
の
祝
辞
を
代
読
頂
い
た
。

続
い
て
、
土
居
木
材
製
品
技
術
室
長
か
ら
、

「
今
回
の
受
賞
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
る
。Ｊ
Ａ
Ｓ
展
主
催
の
3
団
体
並
び
に
、

信
田
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
本
日
御
参
集
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
よ
り
木
材
利
用
の
拡
大
、
木

「信田委員長の講評」
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材
産
業
の
発
展
、
木
材
流
通
の
活
性
化･

円
滑

化
に
ご
尽
力
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
る
。
さ
て
、

我
が
国
の
森
林
・
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

工
林
の
多
く
が
成
熟
し
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
る
中
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育

て
る
」
と
い
っ
た
持
続
的
な
資
源
の
循
環
利
用

を
通
じ
て
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

と
森
林
の
適
切
な
管
理
を
両
立
し
て
い
く
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
最
近

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
木
材
利
用
に
つ
い
て
経
済

界
等
か
ら
注
目
が
集
ま
る
中
、
林
野
庁
と
し
て

は
、
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
に
基
づ

き
、
関
係
省
庁
を
は
じ
め
幅
広
い
関
係
者
と
連

携
し
て
、
公
共
建
築
物
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ま
で

十
分
に
木
材
が
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
非
住
宅

分
野
な
ど
に
お
け
る
木
材
利
用
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
特
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
に
関
し
て

は
、
令
和
4
年
度
補
正
予
算
及
び
令
和
5
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
、
品
質
・
性
能
の
確
か
な

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
工
場
へ
の
整
備
支
援
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
を
実
証
的
に
利
用
す
る
場
合
に
部
材
調

達
費
の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

御
参
集
の
皆
様
が
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
積

極
的
な
普
及
推
進
に
御
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
工
場
の
皆
様
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
格
付
技
能

の
研
鑽
、
製
材
技
術
・
製
品
品
質
の
更
な
る
向

上
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」
旨
、

織
田
林
野
庁
長
官
の
祝
辞
を
代
読
頂
い
た
。

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】　（
　
）
は
県
名

大
林
産
業
㈱ 

製
材
工
場
（
山
口
県
）、

山
下
木
材
㈱ 

製
材
工
場
（
岡
山
県
）、

㈱
沓
澤
製
材
所 

製
材
工
場
（
秋
田
県
）、

熊
本
モ
ル
ダ
ー
加
工
事
業
協
同
組
合
加
工
場

（
熊
本
県
）

【
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
長
賞
】

高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱ 

本
社
工
場
（
高
知

県
）、
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同
組
合 

第
二

工
場
（
岐
阜
県
）、
㈲
倉
地
製
材
所 

製
材
工
場

（
岐
阜
県
）、
八
幡
浜
官
材
協
同
組
合 

製
材
工

場
（
愛
媛
県
）、㈱
オ
オ
コ
ー
チ 

勢
和
工
場
（
三

重
県
）、
牧
野
木
材
工
業
㈱ 
本
社
工
場
（
岡
山

県
）、
院
庄
林
業
㈱ 

久
米
工
場
（
岡
山
県
）、

丸
川
木
材
㈱ 

製
材
工
場
（
茨
木
県
）、
㈲
清
水 

製
材
工
場
（
熊
本
県
）、
中
国
木
材
㈱ 
鹿
島
工

場
（
茨
城
県
）、
外
山
木
材
㈱ 

今
町
工
場
（
宮

崎
県
）、㈱
東
海
木
材
相
互
市
場 

大
口
工
場（
愛

知
県
）

【
林
野
庁
長
官
賞
】

㈱
山
長
商
店 

内
地
材
工
場
（
和
歌
山
県
）、

小
林
製
材
㈱ 

本
社
工
場
（
岡
山
県
）、
㈱
佐
藤

林
業 

製
材
工
場
（
熊
本
県
）、
伊
藤
林
産
㈲ 

製
材
工
場
（
岐
阜
県
）、
㈲
菊
池
製
材
所 

製
材

工
場
（
岩
手
県
）、
㈱
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド 

製

材
工
場
（
岐
阜
県
）、
齋
藤
木
材
㈲ 

製
材
工
場

（
三
重
県
）、
鳥
越
工
業
㈱ 

製
材
工
場
（
岡
山

材
乾
燥
―

床
の
傾
斜
（
床
の
傾
斜
レ
ベ
ル
と
瑕

疵
の
存
在
の
存
在
と
の
相
関
関
係
）、
住
宅
の

瑕
疵
と
木
材
（
未
乾
燥
梁
と
通
し
柱
等
）、
根

太
に
起
因
す
る
床
鳴
の
瑕
疵
（
根
太
が
高
含
水

率
の
た
め
、
乾
燥
し
て
大
引
き
か
ら
浮
き
上
が

る
）、
木
材
の
品
質
評
価
が
変
わ
る
（
含
水
率

の
表
示
、
ヤ
ン
グ
率
の
測
定
表
示
）、
主
要
構

造
部
材
の
含
水
率
は
20
％
以
下
（
屋
外
で
あ
れ

室
内
で
あ
れ
、木
材
が
使
わ
れ
る
空
気
環
境（
温

度
、
湿
度
）
と
平
衡
す
る
含
水
率
ま
で
乾
か
す

こ
と
が
、
乾
燥
に
お
け
る
仕
上
げ
含
水
率
の
基

本
的
考
え
方
。）、
平
衡
含
水
率
―

あ
る
空
気
の

温
度
、
相
対
湿
度
下
で
平
衡
に
達
し
た
時
の
含

水
率
。
気
乾
含
水
率
―

大
気
の
温
度
、
湿
度
と

平
衡
に
達
し
た
時
の
含
水
率
（
日
本
で
は
15
％

に
決
め
て
い
る
）。

収
縮
（
木
材
の
収
縮
は
方
向
に
よ
り
大
き
く

異
な
る
）、
狂
い
の
対
策
（
低
め
の
温
度
で
乾

燥
す
る
。
桟
積
み
上
部
に
荷
重
を
か
け
る
。）、

割
れ
の
対
策（
乾
燥
初
期
の
湿
度
を
高
く
し
て
、

厚
さ
方
向
の
水
分
傾
斜
を
大
き
く
し
な
い
。
乾

県
）、
㈱
か
つ
ら
木
材
商
店 

製
材
工
場
（
和
歌

山
県
）、
㈿
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー 

製
材
工
場

（
兵
庫
県
）、
金
子
製
材
㈱ 

製
材
工
場
（
埼
玉

県
）、
㈱
日
田
十
条 

製
材
工
場
（
大
分
県
）、

㈱
佐
藤
製
材
所 

第
三
工
場
（
宮
城
県
）、
田
村

木
材
工
業
㈱ 

本
社
工
場
（
広
島
県
）、
宮
内
林

業
㈱ 

製
材
工
場
（
宮
崎
県
）、
㈱
武
内
製
材
所 

製
材
工
場
（
大
分
県
）

【
団
体
会
長
表
彰
】

越
井
木
材
工
業
㈱ 

関
東
工
場
（
茨
城
県
）、

サ
ウ
ス
ウ
ッ
ド
宮
崎
協
同
組
合 

木
材
加
工
流

通
セ
ン
タ
ー
（
宮
崎
県
）、
東
北
木
材
㈱ 

製
材

工
場
（
秋
田
県
）、
㈲
森
製
材
所 

製
材
工
場

（
岐
阜
県
）、
飛
騨
高
山
森
林
組
合 

新
宮
工
場

（
岐
阜
県
）、
恵
那
小
径
木
加
工
協
同
組
合 

製

材
工
場
（
岐
阜
県
）、
㈱
田
上 

下
仁
柿
工
場

（
三
重
県
）、
㈲
マ
ル
ヒ
製
材 

製
材
工
場
（
岩

手
県
）、
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
タ
ク
ミ
協
同
組
合 

ウ
ッ
ド
ピ
ア
工
場
（
三
重
県
）、
河
井
林
産
㈱ 

鏡
野
工
場
（
岡
山
県
）

【
優
良
市
場
表
彰
】

㈱
津
山
綜
合
木
材
市
場
（
岡
山
県
）、
熊
本

木
材
㈱ 

九
木
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
県
）、
㈱
東
海

木
材
相
互
市
場 

大
口
市
場
（
愛
知
県
）、
丸
宇

木
材
市
売
㈱ 

北
浜
市
場
（
埼
玉
県
）

【
記
念
講
演
会
】

続
い
て
、
信
田
審
査
委
員
長
か
ら
「
製
材
品

品
質
に
つ
い
て
思
う
こ
と
―
乾
燥
材
を
中
心
に

技
術
的
側
面
か
ら
―
」
と
題
し
て
御
講
演
い
た

だ
い
た
。
主
な
項
目
は
以
下
の
と
お
り
。

住
宅
に
未
乾
燥
材
を
使
っ
た
場
合
の
竣
工
後

の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
割
合
と
発
生
時
点
、
米
マ

ツ
・
横
架
材
の
含
水
率
と
収
縮
（
未
乾
燥
材
含

水
率
30
％
か
ら
気
乾
管
含
水
率
15
％
ま
で
乾
燥

し
た
場
合
の
収
縮
、
梁
成
３
０
０
㎜
に
対
し
て

10
㎜
の
収
縮
が
起
こ
る
）、
不
具
合
事
象
と
木

「農林水産大臣賞表彰」

「優良市場表彰受賞者」
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開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
、
全
市
連

の
鈴
木
善
一
朗
副
会
長
は
「
脱
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
林
業
や
木
材
利
用
の
役
割
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
国
産
材
の
良
さ
を
多
く
の
消
費
者
に

理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
需
要
。
優
良
材
の
価
値

を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
よ
う
皆
様
方
と
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
挨
拶

し
た
。
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
勝
野
智
明

理
事
長
は
「
長
官
賞
の
天
然
木
曽
桧
は
、
樹
齢

３
０
０
年
の
歴
史
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
無

節
・
色
合
い
・
年
輪
の
目
通
り
の
良
さ
と
、
凛

と
し
た
存
在
感
が
評
価
さ
れ
た
。」
等
の
審
査

燥
に
伴
う
割
れ
は
必
ず
し
も
強
度
低
下
を
も
た

ら
す
と
は
い
え
な
い
。）
乾
燥
条
件
と
強
度
、

含
水
率
計
と
含
水
率
基
準

ま
と
め
（
乾
燥
し
て
あ
る
材
、
強
度
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
材
が
、
付
加
価
値
と
し
て
価

格
的
に
適
正
に
評
価
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
環
境

を
熟
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
＝

良
い
も
の
を
高
く
売
る
））

■
第
26
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
会
開
催 

木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
及
び
木

曽
官
材
市
売
協
同
組
合
は
、
1
月
28
日
（
土
）、

第
26
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
は
、
関
口
高
士
中

部
森
林
管
理
局
長
、
大
畑
俊
隆
長
野
県
議
会
議

員
、
中
宿
恵
司
木
曽
地
域
振
興
局
林
務
課
長
、

麥
嶋
照
幸
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
副
理

事
長
、
青
木
正
伸
木
曽
森
林
管
理
署
長
ほ
か
。

講
評
を
行
っ
た
。
来
賓
の
関
口
中
部
森
林
管
理

局
長
か
ら
は
「
受
賞
者
へ
の
祝
辞
、
日
頃
の
御

礼
と
併
せ
て
、（ 

高○ 

○
国○ 

○
） 

○
木
曽
ひ
の
き
や
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
、
高
齢
級
人
工

林
の
価
値
を
高
め
て
、
天
然
林
材
と
同
等
品
と

し
て
市
場
に
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
。
今
年
の

初
市
で
全
品
の
お
買
い
上
げ
を
願
い
た
い
。」

旨
の
御
挨
拶
を
頂
い
た
。

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
。

◇
林
野
庁
長
官
賞 

天
然
木
曽
桧 

柾
盤 

池
田
木

材
㈱ 

◇
長
野
県
知
事
賞 

天
然
木
曽
桧 

柾
盤 

㈱
勝
野
木
材 

◇
中
部
森
林
管
理
局
長
賞 

（ 

高○ 

○
国○ 

○
） 

○
木
曽
ひ
の
き 

鴨
居
一
式 

の
む
ら
木

材
㈱ 

◇
全
市
連
会
長
賞 

天
然
木
曽
桧 

板
盤 

㈱
志
水
林
業
製
材 

◇
長
野
県
木
協
連
理
事
長

賞 

天
然
木
曽
桧 

鴨
居 

㈲
滝
正
木
材

式
典
後
の
初
市
に
は
２
０
０
㎥
が
出
品
さ

れ
、
約
80
人
の
買
方
様
が
参
加
し
活
発
な
競
り

が
行
わ
れ
た
。
天
然
木
曽
桧
（
耳
付
板
）
特
選

（
全
市
連
会
長
賞
）
3
・
5
ｍ
×
72
・
0
㎝
×

6
・
0
㎝
に
４
０
０
万
円
／
㎥
、
天
然
木
曽
桧

（
柾
盤
）
赤
特
選
5
・
8
ｍ
×
23
・
0
㎝
×

10
・
5
㎝
に
２
５
０
万
円
／
㎥
の
高
値
が
付
い

た
。
総
売
上
額
は
2
、９
６
０
万
円
、
平
均
単

価
30
万
5
千
円
と
、
前
年
を
大
幅
に
上
回
り
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
経
済
が
正
常
化
に
向
か
う
中
、

市
況
は
好
調
な
結
果
と
な
っ
た
。

■
第
45
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り

表
彰
式
開
催

茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
野
上
満
正

会
長
）
は
、
2
月
14
日
、
第
45
回
茨
城
県
木
材

ま
つ
り
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
来
賓
と
し
て
、

茨
城
森
林
管
理
署
金
谷
範
導
署
長
、
茨
城
県
農

林
水
産
部
磯
野
隆
行
林
政
課
首
席
検
査
監
ほ
か

来
賓
等
多
数
が
出
席
し
た
。
全
市
連
か
ら
は
柱

本
専
務
が
出
席
。

野
上
会
長
の
式
典
挨
拶
、
来
賓
の
茨
城
森
林

管
理
署
金
谷
署
長
、
茨
城
県
農
林
水
産
部
磯
野

首
席
検
査
監
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
昨
年
11
月
8

日
に
㈱
ミ
ト
モ
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
茨
城

県
優
良
木
材
展
示
会
製
材
の
部
の
入
賞
者
の
表

彰
及
び
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

製
材
品
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞 

下
地
用 

㈲
渡
部
製
材
所 

▽
林
野
庁
長
官
賞 

構
造
用 

㈱
林
産 

▽
関
東
森

林
管
理
局
長
賞 

構
造
用 

㈱
鉾
田
製
材
所 

▽
茨

城
県
知
事
賞 

構
造
用 

㈲
吉
成
木
材 

▽
茨
城
県

農
林
水
産
部
長
賞 

下
地
用 

㈱
美
和
林
産 

▽
全

木
連
会
長
賞 

下
地
用 

㈲
川
井
商
店 

▽
全
市
連

会
長
賞 

下
地
用 

㈱
野
上
製
材
所

製
材
品
感
謝
状
授
与
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
茨
城
県
知
事 

㈱
本
田 

▽
関
東
森
林
管
理
局

長 

㈱
前
川
林
業 

▽
茨
城
県
農
林
水
産
部
長 

㈾

浅
川
木
材 

▽
全
木
連
会
長 

㈱
筑
波
材
木
店 

全

市
連
会
長 

㈲
大
山
材
木
店

「講演会の様子」

「林野庁長官賞表彰」「林野庁長官賞受賞材」

「初市の様子」
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た
、
木
材
の
利
用
が
見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
、

木
材
に
は
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
も
あ
る
、
本
日
お

集
り
の
皆
様
と
連
携
し
て
、
無
垢
ウ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

市
場
施
設
は
、
敷
地
面
積
が
2
・
４
ha
、
本

社
棟
、
展
示
棟
、
休
憩
棟
の
3
棟
が
木
造
建
築
、

林
場
、
問
屋
事
務
所
棟
、
木
材
倉
庫
、
木
材
加

工
棟
な
ど
6
棟
が
鉄
骨
造
と
な
っ
て
い
る
。

本
社
棟
の
構
造
材
は
、
ス
ギ
Ｋ
Ｄ
材
と
カ
ラ

マ
ツ
集
成
材
、
柱
、
土
台
に
ヒ
ノ
キ
Ｋ
Ｄ
材
を

使
用
。
本
社
棟
1
階
の
事
務
室
に
は
、
奈
良
、

和
歌
山
、
三
重
、
長
野
、
茨
城
、
千
葉
、
東
京

と
産
地
の
異
な
る
ヒ
ノ
キ
の
無
垢
材
１
８
０
㎜

角
の
柱
を
使
用
し
、
そ
の
横
に
そ
の
柱
の
端
材

を
配
置
し
、
年
輪
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
展
示
し

た
。
事
務
所
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
天
板
は
、

秋
田
、
和
歌
山
、
鹿
児
島
産
の
ス
ギ
一
枚
板
を

つ
な
い
で
設
置
。
展
示
棟
は
、
木
製
テ
ー
ブ
ル

や
板
の
展
示
の
み
な
ら
ず
、
木
製
ト
ラ
ス
構
造

の
美
し
さ
を
見
せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
飯

島
社
長
は
、
将
来
的
に
は
、
建
築
士
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
家
具
、
木
工
業
者
な
ど
幅
広
い
層
に
無

垢
の
木
材
を
見
て
も
ら
い
木
材
の
活
用
を
提
案

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
造

の
施
設
に
利
用
さ
れ
た
木
材
の
Ｃ
Ｏ
２
固
定
量

は
１
４
０
・
5
ト
ン
と
さ
れ
て
い
る
。

ト
ル
コ
に
は
仕
事
で
何
度
か
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
の
度
の
大
惨

事
に
は
胸
が
痛
む
。
親
日
国
で
明
治

23
年
に
親
善
の
た
め
に
軍
艦
エ

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
訪
日
し
た
が
、
台

風
に
遭
遇
し
和
歌
山
県
串
本
町
の
大

島
に
座
礁
、
流
れ
着
い
た
乗
組
員
を

島
民
が
懸
命
に
救
助
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ト
ル

コ
の
学
校
の
教
科
書
で
紹
介
さ
れ
た
の
で
串
本

町
の
名
を
知
る
ト
ル
コ
人
は
多
い
。
１
９
８
５

年
、
テ
ヘ
ラ
ン
空
港
に
日
本
人
が
取
り
残
さ
れ

た
際
に
は
、
ト
ル
コ
航
空
の
旅
客
機
が
日
本
人

を
救
っ
た
。
○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
隣
接
し
影
響
を

受
け
る
一
方
、
イ
ス
ラ
ム
の
国
で
オ
ス
マ
ン
帝

国
の
長
い
歴
史
を
誇
る
国
で
も
あ
る
。
ア
ジ
ア

の
一
員
と
の
意
識
も
強
い
。多
民
族
国
家
だ
が
、

も
と
は
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
族
が
西
進
し
て

建
て
た
国
。
ト
ル
コ
語
は
ア
ル
タ
イ
語
族
な
の

で
日
本
語
と
主
語
、
述
語
、
目
的
語
の
語
順
が

同
じ
で
、
目
的
語
の
後
に
、
を
、
に
、
な
ど
の

助
詞
が
付
く
こ
と
も
同
じ
だ
。
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
の
滅
亡
を
も
た
ら
し
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の
大
移

動
は
、
東
方
の
フ
ン
族
が
西
進
し
た
た
め
に
起

こ
っ
た
。
フ
ン
族
の
王
に
ア
ッ
テ
ィ
ラ
と
い
う

人
が
い
た
が
、
ト
ル
コ
に
出
張
し
た
際
、
同
じ

名
前
の
人
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
フ
ン
族

が
か
つ
て
支
配
し
た
広
大
な
地
域
の
地
図
を
誇

ら
し
げ
に
見
せ
て
く
れ
た
人
も
い
た
。
○
料
理

は
日
本
人
の
口
に
合
う
も
の
が
多
く
、
ケ
バ
ブ

は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
魚
の
か
ら
揚
げ
は
日

本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
ビ
ー
ル
に
よ
く
合
う
。

GODIVA

の
チ
ョ
コ
を
作
っ
て
お
り
、
ベ
ル

ギ
ー
の
も
の
よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
出
張
土
産

に
も
っ
て
こ
い
で
あ
っ
た
。
思
い
出
の
多
い
国

で
あ
る
。
被
災
地
の
人
々
が
一
日
も
早
く
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
る
。

雑 記 帳

■
東
京
中
央
木
材
市
場
が
酒
々

井
イ
ン
タ
ー
藤
里
市
場
開
設

オ
ー
プ
ン
記
念
市
を
開
催

東
京
木
材
市
場
㈱
（
飯
島
義
雄
社
長
）
は
、

千
葉
県
浦
安
市
か
ら
同
富
里
市
に
本
社
及
び
市

場
を
移
転
し
、
昨
年
12
月
12
日
に
酒
々
井
イ
ン

タ
ー
藤
里
市
場
を
竣
工
、
本
年
2
月
4
日
に
同

市
場
の
開
設
オ
ー
プ
ン
記
念
市
を
開
催
し
た
。

記
念
市
に
は
来
賓
の
五
十
嵐
博
文
富
里
市
長
を

は
じ
め
、
５
０
０
名
を
超
え
る
関
係
者
が
集

ま
っ
た
。
記
念
式
典
の
挨
拶
で
飯
島
社
長
は
、

関
係
者
の
ご
支
援
と
ご
努
力
へ
の
謝
辞
の
後
、

「
木
材
利
用
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
本
社
棟

な
ど
を
木
造
建
築
に
し
た
、
使
用
し
た
木
材
は

全
て
浜
問
屋
の
皆
様
に
調
達
し
て
い
た
だ
い「飯島社長挨拶」

「木造の本社棟」

「展示棟」「オープン記念市の様子」


